【光学機器製造業】
職種：光学部品加工　　職務：研磨

【概要】

　研磨機や工具を用いてレンズ等の表面を磨き、形状精度を高める仕事。

【仕事の内容】

　極めて精密な精度が求められる光学部品加工において、研磨作業は最も重要な工程といえる。

　研磨機を操作して作業を行うが、極めて高い精度が求められる場合など最後は手作業に頼らざるを得ない場合もあり、研磨は光学部品の加工工程の中でも高度な熟練が求められる領域である。手作業の場合には手の温度の影響まで考慮して作業を進めるなど繊細な作業が求められる。また、きず及び砂目、厚さや面の異常、やけなど研磨作業の際に生じやすい欠陥にも細心の注意が必要である。

　研磨後のレンズ等は、ニュートンゲージを当ててニュートン干渉縞を観察することにより曲率を確認する。最近では様々な計測機が導入されているが、微妙な表面欠陥の検査では、熟練者の目視による検査も依然として重要である。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は特に必要とされない。高校や専門学校を卒業してすぐに入職する者が中心であるが、最近では未経験の比較的若い男女が他職種から転職してくる場合も増えてきている。

（2） 技能検定（光学機器製造）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。また、転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 研磨作業はレンズ加工工程の中で最も高度な熟練が求められる領域である。研削・精研削・砂かけ作業等を経験した後に研磨作業を担当する場合も多いが、前後工程を含めてレンズ加工の様々な作業を理解したうえで、研磨技能の熟練を高めていくことが望まれる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定制度　（職種：光学機器製造）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

　　　　　　　　特級　

　　　　　　　　　１級　光学ガラス研磨作業　　　２級（１級に同じ）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　５３２　ガラス製品製造工
